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友
愛
時
評

▼
エ
ヤ
ッ
プ
一
行
の
広
島
訪
問

に
同
行
し
た
際
、
宮
島
の
山
頂

に
登
る
羽
目
に
な
っ
た
。
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
終
点
か
ら
片
道
四

〇
分
の
山
道
、
酷
暑
三
六
度
の

カ
ン
カ
ン
照
り
の
下
で
死
ぬ
思

い
を
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
は
す
い
す
い
と
登
っ
て
い

く
。
筆
者
も
幼
少
期
は
野
山
を

駆
け
回
っ
て
育
っ
た
つ
も
り
だ

が
、
さ
す
が
は
ア
ル
プ
ス
の
麓

の
人
々
、
鍛
え
方
が
一
味
違
う
。

　

そ
う
し
た
山
に
慣
れ
親
し
ん

だ
我
々
に
と
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル

・
チ
ベ
ッ
ト
土
石
流
の
映
像
は

あ
ま
り
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
あ

っ
た
。
こ
の
土
石
流
を
惹
き
起

こ
し
た
氷
河
の
崩
落
が
地
球
温

暖
化
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ

ば
、
今
後
も
同
様
の
災
害
が
続

く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
一
度

は
彼
の
地
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
難
し
そ
う
で
あ
る
。
▼
ネ

パ
ー
ル
は
世
界
の
最
貧
国
で
あ

り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
が

そ
の
一
因
と
さ
れ
る
。
今
回
の

土
石
流
に
よ
り
土
砂
に
埋
も
れ

た
水
力
発
電
所
は
国
際
協
力
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
の
一

環
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
国
土
計

画
を
根
本
か
ら
見
直
す
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。
実
は
ネ
パ
ー
ル

政
府
は
気
候
変
動
に
よ
る
氷
河

融
解
や
洪
水
に
対
応
す
べ
く
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
の
長
期
計
画

を
策
定
・
実
施
し
て
い
た
の
だ

が
、
急
ピ
ッ
チ
の
温
暖
化
と
甚

大
な
被
害
は
「
想
定
外
」
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
▼
「
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
」

が
蔓
延
す
る
世
界
で
、
地
球
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
ネ
パ

ー
ル
の
カ
ナ
ル
外
相
が
訴
え
る

よ
う
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
主

要
排
出
国
で
は
な
く
、
最
貧
国

や
島
嶼
国
が
そ
の
「
代
償
」
を

払
わ
さ
れ
る
。
先
進
国
に
お
い

て
も
、
熱
波
や
豪
雨
・
洪
水
の

被
害
を
受
け
る
層
に
は
偏
り
が

あ
る
。
そ
ん
な
世
界
が
持
続
可

能
と
は
思
え
な
い
。�

（
ヒ
ゲ
）

　

6
月
22
日
（
月
）
23
日
（
火
）
の
両
日
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、
国
際
Ｉ
ｏ
ｆ
Ｃ
の
招
き
に
よ
り
同
協
会
の
主
催
す
る
「
民
主

主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
於
い
て
「
友
愛
、
責
任
、
民
主
主
義
の
未
来
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
第
一
日
目
は
、
ス
イ
ス

・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
於
い
て
、
二
日
目
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
北
東
に
位
置
す
る
山
岳
都
市
、
国
際
会
議
の
場
と
し
て
有
名
な
、
コ
ー

（C
aux

）
で
開
催
の
会
議
に
お
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
骨
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。〈
編
集
部
注
：
国
際
Ｉ
ｏ
ｆ
Ｃ

（Initiatives of C
hange

） 

／
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

。
日
本
名
：
国
際
Ｉ
Ｃ
日
本
協
会
。
旧
Ｍ
Ｒ
Ａ
（M

oral Re-Arm
am

ent 

・
道
徳
再

武
装
）。
コ
ー
は
そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。〉

い
た
日
本
人
の
帰
国
を
最
優
先

し
た
か
ら
で
す
。「
領
土
は
逃

げ
な
い
、
し
か
し
、
人
の
命
は

明
日
を
も
知
れ
な
い
」
と
語
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
こ
こ

に
祖
父
の
友
愛
の
原
点
を
見
る

思
い
が
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

共
同
宣
言
の
調
印
こ
そ
が
、
が

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
へ
の
布

石
と
な
っ
た
の
で
す
。【
編
集

部
注
：
当
時
、
日
本
の
国
際
連

合
（
国
連
）
加
盟
は
、
常
任
理

事
国
で
あ
っ
た
ソ
連
の
拒
否
権

発
動
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
い

た
。
日
ソ
国
交
回
復
に
よ
り
ソ

連
が
日
本
の
国
連
加
盟
に
同
意

し
、
同
年
12
月
18
日
、
日
本
は

80
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
国
連

へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
。】本
年

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
が

東
京
で
の
国
連
加
盟
70
周
年
式

典
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

　

鳩
山
一
郎
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
の
た
め
の
最
古
の
組
織
で

あ
る
「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
」

を
主
宰
し
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク

ー
デ
ン
ホ
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯

の
「
友
愛
」
の
理
念
・
哲
学
に

深
く
共
鳴
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
友
愛
を「
相
互
尊
重
」

「
相
互
理
解
」「
相
互
扶
助
」と

説
き
、
敗
戦
後
の
日
本
復
興
の

鍵
と
し
て
、
友
愛
社
会
の
実
現

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

「
友
愛
」
の
主
権

　

カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
父
は
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝

国
の
駐
日
代
理
大
使
し
て
い
た

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー

フ
伯
で
、
日
本
人
の
青
山
み
つ

さ
ん
と
結
婚
し
、
そ
の
間
に
生

ま
れ
た
の
が
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
で

す
。
私
は
、
彼
の
倫
理
に
対
す

る
理
念
は
、
こ
の
母
親
の
大
き

な
影
響
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

「
友
愛
」
は
決
し
て
錆
び
つ

い
た
時
代
遅
れ
の
考
え
で
は
あ

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
講
演

　

皆
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は
。
鳩

山
由
紀
夫
で
す
。
今
回
も
元
国

際
Ｍ
Ｒ
Ａ
日
本
協
会
専
務
理
事

の
藤
田
幸
久
さ
ん
と
一
緒
に
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　

国
際
Ｉ
ｏ
ｆ
Ｃ（Initiatives 

of Change

）は
、
第
2
次
大
戦

後
の
日
本
の
国
際
社
会
復
帰
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
和

解
、
経
済
復
興
に
比
類
な
き
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
武

力
で
は
な
く
道
徳
で
再
武
装
す

る
」
と
の
理
念
が
日
本
の
軍
事

り
ま
せ
ん
。
カ
レ
ル
ギ
ー
伯

は
、
関
税
障
壁
の
撤
廃
、
共
通

通
貨
の
創
設
、
軍
事
と
外
交
政

策
の
統
一
、
利
害
調
整
機
関
の

創
設
な
ど
を
提
唱
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
こ
そ
、
関
税
戦
争
と

イ
ラ
ン
な
ど
に
対
す
る
攻
撃
を

繰
り
返
す
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

よ
る
分
断
と
Ｖ
ｏ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ
（
激
し
い
変
動
）
が
闊

歩
す
る
世
界
に
対
し
て
各
国
が

連
帯
で
き
る
道
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　

私
は
、
議
員
引
退
後
に
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所
」
を
創

設
し
中
国
や
韓
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
な
ど
を
訪
問
し
て
歴
史

認
識
に
基
づ
く
日
本
の
戦
争
責

任
と
植
民
地
支
配
を
素
直
に
謝

罪
し
、
そ
の
上
で
和
解
や
友
好

の
絆
を
構
築
す
る
活
動
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
責
任

を
持
た
な
け
れ
ば
、
友
好
の
未

来
の
扉
を
開
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
私
は
、
友
愛
の
唱
え

る
「
相
互
尊
重
」「
相
互
理
解
」

「
相
互
扶
助
」を
基
に
、「
友
愛

の
主
権
」
と
い
う
も
の
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
権

を
単
な
る
「
排
他
的
な
権
利
」

と
し
て
で
は
な
く
、「
共
に
生

き
る
た
め
の
責
任
」
と
し
て
理

解
す
る
考
え
方
で
す
。

　

21
世
紀
の
今
、
気
候
変
動
、

感
染
症
、
巨
大
な
格
差
、
戦
争

と
難
民
問
題
な

ど
、
主
権
国
家

一
国
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い

課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
に

も
か
か
わ
ら

ず
、各
国
が「
自

国
第
一
」
を
掲

げ
て
主
権
を
競

い
合
え
ば
、

「
地
球
全
体
の

費
の
抑
制
と
経
済
復
興
に
貢
献

し
た
と
思
い
ま
す
。

　

祖
父
、
鳩
山
一
郎
元
首
相
は

70
年
前
に
国
際
Ｉ
ｏ
ｆ
Ｃ
の
創

始
者
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
マ
ン

博
士
を
日
本
で
迎
え
、【
編
集

部
注
：
１
９
５
６
年
の
来
日
時

に
、
当
時
の
鳩
山
一
郎
首
相
は

ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
博
士
を
繰
り
返

し
官
邸
や
私
邸（
現
鳩
山
会
館
）

に
招
き
、
世
界
の
情
勢
や
日
本

の
未
来
に
つ
い
て
助
言
を
求
め

た
。】国
家
や
社
会
に
対
し
て
長

年
に
わ
た
り
顕
著
な
功
労
や
功

持
続
可
能
性
」
は
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
主

権
の
中
身
そ
の
も
の
を
問
い
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
他
国

を
排
除
す
る
た
め
の
主
権
」
か

ら
、「
共
生
と
友
愛
を
実
現
す

る
た
め
の
主
権
」
へ
の
転
換
。

こ
れ
が
、
私
の
申
し
上
げ
る

「
友
愛
の
主
権
」
で
す
。

　

世
界
の
現
実
を
前
に
し
て
、

私
た
ち
は
「
主
権
」
を
ど
う
考

え
直
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

夢
を
持
ち
続
け
て　

　

私
た
ち
は
こ
の
ま
ま
、「
自

国
さ
え
守
れ
れ
ば
よ
い
」
と
い

う
排
他
的
な
主
権
の
発
想
に
、

し
が
み
つ
き
続
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
自
国
を
守

り
な
が
ら
、
他
国
民
の
尊
厳
も

守
る
と
い
う
、
よ
り
高
い
次
元

の
主
権
へ
と
、
あ
え
て
一
歩
踏

み
出
す
の
か
。

　

い
ま
世
界
は
、
そ
の
決
断
を

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
迫
っ
て

い
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
が
友
愛
を

唱
え
て
欧
州
を
現
在
の
Ｅ
Ｕ
と

い
う
不
戦
の
共
同
体
に
ま
で
導

く
基
礎
を
作
ら
れ
た
よ
う
に
、

私
は
友
愛
を
広
め
る
こ
と
に
よ

り
、
東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
な
い

一
つ
の
共
同
体
に
、
そ
し
て
世

界
を
戦
争
の
起
き
な
い
運
命
共

同
体
に
し
て
い
く
夢
を
持
ち
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

績
を
挙
げ
た
人
物
に
対
す
る
叙

勲
を
決
定
し
、
そ
の
栄
誉
を
称

え
ま
し
た
。【
編
集
部
注
：
日
本

政
府
は
、
終
戦
直
後
の
日
本
が

国
際
社
会
へ
復
帰
す
る
に
あ
た

り
、
ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
博
士
の
果

た
さ
れ
た
支
援
等
を
高
く
評
価

し
功
労
に
報
い
る
た
め
、
鳩
山

内
閣
の
も
と
叙
勲
を
決
定
し

た
。】

日
ソ
共
同
宣
言
の
意
義

　

そ
の
数
か
月
後
に
祖
父
一
郎

は
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
、
1

か
月
の
交
渉
の
末
に
日
ソ
国
交

回
復
を
実
現
し
ま
し
た
。
祖
父

が
正
に
病
躯
を
押
し
命
懸
け
で

モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
の
は
、

当
時
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て

講演する鳩山由紀夫理事長　終了後、大きな
拍手につつまれた

鳩
山
一
郎
総
理
（
当
時
）
は
、
フ
ラ
ン

ク
・
ブ
ル
ッ
ク
マ
ン
博
士
を
私
邸
（
現

鳩
山
会
館
）
に
お
招
き
し
て
歓
談
。
歴

史
的
に
貴
重
な
写
真
で
あ
る

１
０
５
６
年
10
月
19
日
、
モ
ス
ク
ワ
に

お
い
て
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
の
調
印
式

が
行
わ
れ
た　

日
ソ
国
交
回
復
の
礎

講
演
を
終
え
て
、他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
と
記
念
撮
影
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
ご
夫
妻
（
中
央
二
人
）

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

国
際
国
際
I
o
f
C

I
o
f
C
主
催「
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
基
調
講
演

主
催「
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
基
調
講
演

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
及
び
コ
ー
で
の
開
催
に
参
加

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
及
び
コ
ー
で
の
開
催
に
参
加

演
題「
友
愛
、責
任
、民
主
主
義
の
未
来
」

演
題「
友
愛
、責
任
、民
主
主
義
の
未
来
」  (Fraternity, responsibility and the future of democracy

(Fraternity, responsibility and the future of democracy

））
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Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
1212
名
来
日

名
来
日  

鳩
山
会
館
見
学

鳩
山
会
館
見
学  

お
茶
席
体
験
で
活
動
開
始

お
茶
席
体
験
で
活
動
開
始

広
島
松
井
市
長
訪
問

広
島
松
井
市
長
訪
問  

平
和
記
念
公
園
で
献
花

平
和
記
念
公
園
で
献
花  

京
都
見
学
な
ど
多
彩
な

京
都
見
学
な
ど
多
彩
な
1414
日
間
日
間    

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

友
愛
に
つ
い
て
の
研
修

友
愛
に
つ
い
て
の
研
修  

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
友
愛
と
の
交
流
も
充
実

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
友
愛
と
の
交
流
も
充
実

　

８
月
22
日
（
土
）
オ
ー
ス
ト

リ
ア
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
か
ら
12
名
の

お
客
様
が
来
日
さ
れ
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
要
職
に
あ

る
、Saburina V

ictoria N
ill

さ
ん
、N

enad K
astic

さ
ん
を

始
め
と
す
る
学
生
10
名
を
含
め

た
研
修
生
一
行
で
あ
る
。

　

一
行
は
暑
い
暑
い
と
言
い
な

が
ら
も
、旅
の
疲
れ
も
み
せ
ず
、

翌
日
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

こ
な
し
、
24
日
に
は
広
島
に
向

け
て
出
発
し
た
。

　

到
着
翌
日
に
は
、
友
愛
サ
ロ

ン
に
お
い
て
、
友
愛
に
つ
い
て

の
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
鳩
山

会
館
を
訪
問
。
昼
食
後
、
資
料

室
に
設
え
た
お
茶
室
で
「
茶
道

体
験
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

24
日
、
広
島
に
向
け
て
出

発
、
翌
25 

日
に
、
松
井
一
實
広

島
市
長
の
ご
協
力
を
得
て
、
広

島
市
庁
舎
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
平
和
記
念
公
園
で
の
献

花
、
平
和
記
念
資
料
館
の
見
学

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
京
都
に
移
動
し
、
伏

見
稲
荷
、
平
等
院
な
ど
を
見

学
、
東
京
に
戻
っ
て
く
る
。

　

東
京
で
は
、
森
本
真
治
参
議

院
議
員
の
ご
好
意
で
、
国
会
議

事
堂
見
学
、
執
務
室
見
学
な
ど

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

９
月
１
日
に
は
、
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
は
じ
め
、
友
愛
関
係

者
と
の
歓
迎
食
事
会
も
用
意
さ

れ
て
お
り
、
多
彩
な
日
程
を
こ

な
す
。
一
行
の
ア
テ
ン
ド
に

は
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
有
志
が
担

当
、
若
者
同
志
の
交
流
も
実
現

し
た
。

　

今
号
で
は
、
23
日
の
、
鳩
山

会
館
訪
問
、
お
茶
会
の
様
子
を

主
に
ご
報
告
、
広
島
以
降
の
様

子
に
つ
い
て
は
次
号
に
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

滞
在
予
定

　

８
月
22
日
（
土
）
成
田
着
・

９
月
３
日
（
木
）
成
田
発
帰
国

暑
い
日
差
し
の
中
、
鳩
山
会
館
を
背
に
全
員
で
「
友
愛
」
サ
イ
を
し
て
記
念
撮
影
。

ど
こ
を
み
て
も
「
ス
テ
キ
」
の
連
続
。
友
愛
の
思
い
と
と
も
に
、
鳩
山
会
館
も
深
く

印
象
に
残
っ
た
よ
う
だ

事
務
局
４
階
の
資
料
室
に
畳
を
敷
き
お

茶
室
を
設
え
た
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
渡

邉
沙
耶
さ
ん
、
伊
藤
里
彩
さ
ん
が
実
演

「
旅
の
し
お
り
」
も
作
成
、
友
愛
ユ
ニ

オ
ン
ア
テ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
藤
田
脩
椰
さ

ん
の
説
明
か
ら
、
こ
の
旅
は
始
ま
っ
た

夕
食
は
日
本
の
中
華
。
後
藤
理
事
の
説

明
に
耳
を
傾
け
る
。
戸
澤
教
授
も
一
緒

に
楽
し
い
食
事
を
演
出

鳩
山
会
館
を
見
学
し
、
友
愛
の
歴
史
を

勉
強
。
西
川
理
事
も
堂
に
入
っ
た
案
内

人
と
し
て
活
躍

自
分
で
も
お
茶
を
点
て
て
見
た
い
と
い

う
強
者
が
数
名
出
現
。
伊
藤
里
彩
さ
ん

が
、
優
し
く
そ
の
作
法
を
伝
授

攪
上
理
事
（
左
端
）
ユ
ニ
オ
ン
の
堆
美

優
さ
ん
（
右
奥
）
も
加
わ
っ
て
賑
や
か

な
テ
ー
ブ
ル
。
日
本
中
華
は
大
好
評

友
愛
サ
ロ
ン
に
て
表
彰
式
開
催

友
愛
賞
２
名
受
賞 

入
選
３
名
が
揃
っ
て
賞
状
を
受
け
る  　
　

  

快
板・中
国
茶
茶
道
の
披
露
も
加
わ
り
、和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

　

当
日
は
雨
に
も
関
わ
ら
ず
全

員
が
元
気
に
出
席
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
井
田
理
事
の
司
会
進
行

で
、
式
典
は
進
め
ら
れ
担
当
の

攪
上
理
事
か
ら
受
賞
の
各
人
に

賞
状
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
副
賞

と
共
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

２
月
の
交
流
会
の
際
に
は
、

ま
だ
日
本
語
が
お
ぼ
つ
か
な
か

っ
た
学
生
も
、
す
っ
か
り
日
本

の
生
活
、
日
本
語
に
馴
染
み
、

流
暢
な
日
本
語
で
感
謝
の
意
を

延
べ
た
。

　

受
賞
式
の
後
は
懇
親
昼
食
会

と
な
り
、
千
代
田
教
育
グ
ル
ー

プ
の
大
畑
凛
恩
さ
ん
が「
快
板
」

の
妙
技
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
れ
は
竹
で
作
ら
れ
た
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
板
を
鳴

ら
し
な
が
ら
漫
談
を
語
る
中
国

の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
、「
中

国
伝
統
芸
能
ラ
ッ
プ
」
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
音
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
日
中
文
化
交
流
基
金

会
の
周
小
珍
さ
ん
が
、
中
国
茶

を
作
法
に
則
っ
て
淹
れ
る
中
国

茶
道
の
妙
技
を
披
露
し
て
く
だ

さ
り
、
参
加
者
全
員
に
様
々
に

味
の
違
う
中
郷
茶
を
振
る
舞
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

周
さ
ん
は
こ
の
日
、
自
宅
の

庭
に
咲
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
を
お
茶

席
を
彩
る
花
と
し
て
持
参
さ

れ
、
そ
の
気
配
り
に
皆
が
感
動

し
、
中
国
茶
の
極
意
を
味
わ
っ

　
６
月
22
日
（
土
）
11
時
よ
り
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
２
月
28
日
（
土
）
鳩
山
会
館
を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
、「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
た
め

の
交
流
会
を
基
に
、
参
加
の
留
学
生
各
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
論
文
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」
の
受

賞
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
は
第
一
位
と
な
る
友
愛
賞
に
２
名
が
選
出
さ
れ
た
。
当
日
は
、
受
賞
学

生
を
始
め
、
友
愛
ユニ
オ
ン
、
関
係
各
位
が
参
加
、
文
化
披
露
も
あ
り
和
や
か
な
授
賞
式
と
な
っ
た
。



（3） ２０２６年（令和８年）9月１０日 第601号友　　　愛

た
と
好
評
を
博
し
た
。

　

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
藤

田
脩
椰
さ
ん
、
巳
上
小
楽
咲
さ

ん
が
参
加
、
２
月
当
時
の
印
象

な
ど
を
語
っ
た
。
２
人
は
受
賞

者
達
と
、
２
月
以
来
の
再
会
を

喜
び
、
受
賞
の
お
祝
い
を
伝
え

た
。
昼
食
会
で
は
、
若
者
同
志

の
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。

　

外
国
か
ら
の
留
学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
る
こ
の
「
友
愛
小
論

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
友
愛
理

念
を
海
外
の
若
者
に
伝
え
る
の

と
同
時
に
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ

て
、
真
の
国
際
交
流
実
践
の
機

会
と
し
て
も
有
意
義
な
展
開
を

み
せ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
紙
上
で
友
愛
賞
受

賞
の
お
二
人
の
作
品
を
ご
紹
介

し
、
友
愛
理
念
の
重
要
さ
、
そ

れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

…
…
…
…
…

受
賞
者

　

友
愛
賞

　

LE T
H

I N
GO

C T
U

Y
ET

         

　

ベ
ト
ナ
ム
国
籍

　

靳
心
洋　
　

 

中
国
国
籍

　

入
選

　

梁
暁
琪　
　

中
国
国
籍

　

李
新
玉　
　

中
国
国
籍

　

張
江
尔
芯　

中
国
国
籍

　

BIT
A

LU
 RA

M
 

　
　
　
　
　
　

ネ
パ
ー
ル
国
籍

　

何
秦　

中
国
国
籍
／（
欠
席
）

　
表
彰
式
参
加
者

　
千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ
・                 

千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ

会
長  

栗
田　

秀
子

千
代
田
国
際
語
学
院

学
院
長  

森
田　

浩
樹

暨
南
大
学
日
本
学
院

张　

紅
明

日
中
文
化
教
育
友
好
交
流
基
金
会

周　

小
珍

千
葉
日
建
工
科
専
門
学
校

　

 

渡
邊　

ユ
リ
ア

千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ

　

会
長
補
佐　

大
畑　

凛
恩

 

公
益
財
団
法
人 

友
愛

　

理
事　
　
　
　

攪
上　

哲
夫

　

理
事　
　
　
　

西
川　

伸
起

　

理
事　
　
　
　

井
田　

安
信

　

事
務
局
長　

羽
中
田　

元
美

　

友
愛
ユ
ニ
オ
ン

　

藤
田　

脩
椰

巳
上　

小
楽
咲

…
…
…
…
…

「
私
に
と
っ
て

友
愛
と
は
」

暨
南
大
学
日
本
学
院
３
年
生

LE THI NGOC TUYET

（
レ   

テ
ィ    

ゴ
ッ
ク   

ト
ゥ
エッ
ト
）

ベ
ト
ナ
ム
国
籍

　

私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
、
国

や
文
化
が
違
っ
て
も
、
お
互
い

に
理
解
し
よ
う
と
し
、
助
け
合

う
気
持
ち
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
言
葉
や
習
慣
が
違
っ
て
い

て
も
、
相
手
を
大
切
に
思
う
心

が
あ
れ
ば
、
友
情
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
は
そ
の
こ
と
を
強
く

実
感
す
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま

し
た
。 

　

は
じ
め
に
自
己
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
レ
・

テ
ィ
・
ゴ
ッ
ク
・
ト
ゥ
エ
ッ
ト

と
申
し
ま
す
。
２
０
０
１
年
生

ま
れ
で
、
現
在
は
暨
南
大
学
日

本
学
院
の
2
年
生
で
す
。
日
本

語
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
に
来

て
、
日
々
日
本
語
や
日
本
文
化

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

　

２
０
２
６
年
2
月
28
日
、
私

は
「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
と
千
代
田

教
育
グ
ル
ー
プ
留
学
生
の
多
文

化
交
流
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
場
所
は
東
京
に
あ
る
歴
史

的
な
建
物
、
鳩
山
会
館
で
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
留
学
生
が
集
ま

り
、「
友
愛
」
と
「
国
際
交
流
」

に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会

で
し
た
。 

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
主
催
者

の
方
々
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、「
国
や
文
化
を

超
え
て
理
解
し
合
う
こ
と
の
大

切
さ
」
が
語
ら
れ
、
私
は
友
愛

の
意
味
に
つ
い
て
深
く
考
え
る

き
っ
か
け
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、
友
愛
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

を
通
し
て
、
実
際
の
国
際
交
流

の
様
子
を
知
り
、
友
愛
は
言
葉

だ
け
で
な
く
行
動
で
示
す
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

経
験
を
通
し
て
友
愛
に
つ
い
て

語
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

話
を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
も
勇

気
を
出
し
て
意
見
を
伝
え
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

次
に
行
わ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
日

本
に
来
て
感
じ
た
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
学
生
と

意
見
を
交
換
す
る
中
で
、
文
化

の
違
い
に
驚
く
だ
け
で
な
く
、

そ
の
違
い
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
友
愛
の
第

一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

私
も
発
表
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
自
分
の
経
験
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
私
は
日
本
語
が
ま

だ
上
手
で
は
な
く
、
Ｎ
３
程
度

の
レ
ベ
ル
な
の
で
、
人
前
で
話

す
と
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
友
愛
の
場
で
は
、
お

互
い
に
支
え
合
う
雰
囲
気
が
あ

り
、
安
心
し
て
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た 

　

私
は
特
に
「
昼
寝
」
と
い
う

文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
昼
寝
は
と

て
も
大
切
な
習
慣
で
、
多
く
の

人
が
昼
食
後
に
短
い
休
憩
を
取

り
ま
す
。
一
方
、
日
本
で
は
そ

の
よ
う
な
習
慣
は
あ
ま
り
な

く
、
多
く
の
人
が
忙
し
く
働
い

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
電
車

の
中
で
眠
っ
て
い
る
人
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
こ
の
違
い
に
最

初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
相
手
の

生
活
や
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
視
点
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
に

は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
話
し
合
っ

た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
他

の
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
考

え
方
に
気
づ
き
、
理
解
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
共
有
の
時
間
も
、
友

愛
を
育
て
る
大
切
な
過
程
だ
と

感
じ
ま
し
た
。 

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
全

体
の
ま
と
め
が
行
わ
れ
、「
違

い
を
認
め
合
い
、
尊
重
す
る
こ

と
が
友
愛
で
あ
る
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で

写
真
を
撮
り
、
昼
食
を
共
に
し

ま
し
た
。同
じ
時
間
を
過
ご
し
、

笑
顔
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
言

葉
の
壁
を
越
え
た
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
希
望
者
は
鳩
山
会
館

の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。
館
内

に
は
鳩
山
家
の
歴
史
や
日
本
の

政
治
・
教
育
に
関
す
る
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
西
洋

文
化
と
の
交
流
の
歴
史
も
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
日
本
が
ど
の
よ

う
に
他
国
と
関
わ
っ
て
き
た
の

か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ま
た
、
友
愛
の
一

つ
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

庭
園
に
は
美
し
い
景
色
が
広

が
り
、
バ
ラ
園
や
池
の
鯉
な

ど
、
日
本
ら
し
い
自
然
の
美
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
空

間
で
過
ご
す
時
間
も
、
人
と
人

と
の
距
離
を
縮
め
る
大
切
な
要

素
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
私

は
友
愛
と
は
単
な
る
言
葉
で
は

な
く
、「
理
解
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
」「
違
い
を
受
け
入
れ
る

心
」「
共
に
時
間
を
過
ご
す
こ

と
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。 

　

私
は
日
本
が
と
て
も
好
き

で
、
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
来

日
し
ま
し
た
。
言
語
を
学
ぶ
こ

と
で
、多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、

新
し
い
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日

こ
の
事
業
の
意
義
を
力
説 

攪
上　

哲
夫
理
事

意
見
交
換
会
の
折
も
活
躍

西
川　

伸
起
理
事

友
愛
賞
受
賞　

靳
心
洋
さ
ん
を
中
心
に

記
念
撮
影

入
選　

染
暁
琪
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
緊
張

し
た
面
持
ち
で
カ
メ
ラ
に
目
を
向
け
た

入
選　

張
江
尔
芯
さ
ん
は
、
喜
び
を
隠

せ
な
い
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
た

ヒ
マ
ワ
リ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
っ
た
周

さ
ん
。
お
茶
の
説
明
も
見
事
！

い
つ
も
素
敵
な
笑
顔
で
挨
拶　

栗
田
秀
子
会
長

友
愛
に
つ
い
て
す
っ
か
り
詳
し
く
な
っ
て

�

森
田
浩
樹
学
院
長

友
愛
賞
受
賞　

 LE THI NGOC TUY
ET

さ
ん
も
笑
顔
で
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
た

入
選　

BITALU
 RAM

さ
ん
は
上
達

し
た
日
本
語
で
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
た

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
参
加
藤
田
脩
椰
さ

ん（
右
）巳
上
小
楽
咲
さ
ん（
左
）も
挨
拶

快
板
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
畑
さ

ん
。
リ
ズ
ミ
に
乗
り
見
事
な
中
国
語
で
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現
地
生

活
に
も
慣

れ
、
あ
っ

と
い
う
間

に
赴
任
か

ら
約
1
年

が
経
と
う

と
し
て
い

ま
す
。
今

回
は
日
常

生
活
の
な

か
で
気
付

い
た
こ
と

を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ア
メ
リ

カ
に
来
て
、

日
本
で
は

当
た
り
前

だ
と
思
っ

て
い
た
こ

と
の
一
つ

ひ
と
つ
に

喜
び
や
有

難
さ
を
感

じ
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

　

日
々
の
衣
食
住
も
以
前
に
比

べ
、
丁
寧
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
何
で
も
便
利
で
簡

単
に
手
に
入
っ
て
い
た
日
本
と

異
な
り
、
自
分
の
心
地
良
さ
・

快
適
さ
の
た
め
に
は
何
か
し
ら

工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
外
食
や
コ
ン
ビ

ニ
を
含
め
、
そ
の
時
々
の
気
分

で
食
べ
た
い
も
の
を
手
に
入
れ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

手
軽
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ピ
ザ

で
毎
日
を
過
ご
す
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

チ
ッ
プ
も
必
要
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
安
易
に
は
行
か
れ
ま
せ

ん
。
基
本
的
に
は
皆
家
で
自
炊

を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

そ
ん
な
生
活
の
中
で
、
逆
に

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、「
人
と
一
緒
に
美
味
し
い

食
事
を
囲
む
こ
と
」
の
喜
び
で

す
。
同
じ
場
所
に
集
い
、
人
と

繋
が
り
、
共
に
食
事
を
す
る
。

そ
の
時
間
が
、
日
々
の
生
活
に

ど
れ
ほ
ど
彩
り
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
か
。
日
々
美
味
し
い
も

の
に
囲
ま
れ
、
人
と
集
う
飲
み

会
も
多
く
、
声
を
掛
け
れ
ば
気

心
の
知
れ
た
友
人
と
気
軽
に
出

か
け
ら
れ
る
日
本
で
は
、
こ
う

し
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
機

会
は
、
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
で
の
時
間
を
よ

り
大
切
に
す
る
ア
メ
リ
カ
で

は
、
職
場
で
の
飲
み
会
は
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
中
は
集

中
し
て
業
務
を
終
え
、
16
時
頃

に
は
退
社
す
る
人
も
多
く
、
ラ

ン
チ
も
デ
ス
ク
で
手
短
に
済
ま

せ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
同

世
代
の
仲
間
と
生
活
を
共
に
し

て
い
た
留
学
の
時
と
は
異
な

り
、
仕
事
で
来
た
異
国
で
、
誰

か
と
一
緒
に
食
卓
を
囲
む
機
会

が
減
り
、
そ
こ
で
初
め
て
、
そ

の
時
間
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

誰
か
と
同
じ
時
間
を
過
ご

し
、
食
事
を
共
に
す
る
こ
と

は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
私
た

ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

も
の
な
の
だ
と
、
日
々
実
感
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
で

は
、
周
り
に
誘
っ
て
い
た
だ
く

だ
け
で
な
く
、
自
ら
声
を
か
け

て
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
Ｂ

Ｂ
Ｑ
を
企
画
す
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
小
さ
な
気

付
き
は
、
食
事
に
限
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
を
離

れ
た
こ
と
で
、
何
が
自
分
に
と

っ
て
大
事
な
こ
と
で
、
ど
う
大

切
に
し
た
い
の
か
と
い
う
価
値

観
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
環
境
と
周
囲
の
人
々

に
日
々
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

考
え
方
は
変
わ
り
続
け
て
い
く

は
ず
で
す
。

　

異
国
の
地
で
得
た
こ
の
気
付

き
を
、
私
が
考
え
る
友
愛
の
形

と
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
行
動
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

編
集
後
記

◆
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
、「
友
愛
」は
世
界
の
共
通

語
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
戦
争

は
人
の
命
だ
け
で
は
く
、
母
な

る
地
球
に
も
深
い
痛
み
を
与
え

ま
す
。
鳩
山
邦
夫
元
理
事
長
の

「
自
然
と
の
共
生
」
と
平
和
の

重
み
を
あ
ら
た
め
て
胸
に
刻
み

た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
大
）

◆
大
水
が
で
た
り
、
地
震
が
あ

っ
た
り
、
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
の
思
い
は
い
か
ば
か
り
か

と
、
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
私
で
す
。
こ
の
歳
ま

で
、
こ
の
よ
う
な
災
害
は
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
大

水
と
い
え
ば
河
川
の
氾
濫
で
、

線
状
降
水
帯
な
ど
と
い
う
現
象

も
聞
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
酷
暑
と
い
う
言
葉
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
夏
の

日
々
、
生
活
道
路
が
い
き
な
り

冠
水
す
る
状
況
な
ど
、
や
は
り

地
球
が
熱
せ
ら
れ
て
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
本
気
で
温
暖
化
を

心
配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
で
、
動
物
園
の
ラ
イ
オ

ン
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。�（
も
）

＊今回の機関紙には年会費の振り込み用紙を同
封しております。これは２０２６年度分の振込
用紙で、現在入金の確認ができない方にお届け
しております。公益財団法人友愛は皆さまから
の会費（寄付）で運営されています。ご協力を
お願い申し上げます。誤って封入された場合は
ご容赦ください。
＊友愛への会費（寄付）は、税額控除の申請に
加えていただくことができます。
＊ご不明な点は事務局までお問い合せください。

２０２６年度年会費納入のお願い
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７
月
17
日
（
金
）
16
時
30
分

よ
り
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

第
48
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

第
一
号
議
案
就
業
規
則
、
給
与

規
定
、
退
職
金
規
程
、
育
児
・

介
護
休
業
規
程
、
旅
費
規
程
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
た

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
二
号
議
案
印
章
規
程
に

つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
２
０

２
６
年
度
以
降
は
、
新
た
な
規

程
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

出
席
理
事
・
監
事

　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
芳
賀

大
輔
常
務
理
事
、
谷
藤
悦
史
理

事
、
中
島
政
希
理
事
、
攪
上
哲

夫
理
事
、
井
田
安
信
理
事
、
西

川
伸
起
理
事
、小
林
正
枝
理
事
、

鳩
山
紀
一
郎
理
事
、
後
藤
大
智

理
事
、
山
嵜
偉
広
理
事
（W

eb

参
加
）、
南
埜
幸
信
理
事（W

eb

参
加
）。
海
方　

亨
監
事

　

理
事
及
び
監
事
の
出
席
は
、

成
立
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、

当
理
事
会
は
成
立
す
る
こ
と
が

告
げ
ら
れ
、
会
は
進
行
さ
れ
た
。

　

会
は
、
予
定
通
り
終
了
し
た
。

第
48
回
理
事
会
開
催

　
就
業
規
則
な
ど
承
認

本
語
の
勉
強
を
続
け
、
よ
り
深

い
交
流
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
将
来
は
、
日
本
と
自

分
の
国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な

り
、
友
愛
の
精
神
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

…
…
…
…
…

私
に
と
っ
て

友
愛
と
は

千
代
田
国
際
語
学
院 

卒
業

靳  

心 

洋

（
キ
ン   

シ
ン 

ヨ
ウ
）

中
国
国
籍

　

私
に
と
っ
て
「
友
愛
」
と
は
、

他
者
を
尊
重
す
る
気
持
ち
か
ら

生
ま
れ
る
良
好
な
関
係
の
総
称

で
あ
る
。
た
だ
仲
が
良
い
こ
と

や
、
い
つ
も
一
緒
に
い
る
友
達

の
よ
う
な
関
係
だ
け
で
は
、
必

ず
し
も
「
友
愛
」
と
は
言
え
な

い
。
私
は
、本
当
の
友
愛
と
は
、

ま
だ
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
見

知
ら
ぬ
人
や
、
自
分
と
は
異
な

る
意
見
を
持
つ
人
に
対
し
て

も
、
同
じ
一
人
の
人
間
と
し
て

認
め
、
大
切
に
し
、
そ
の
存
在

を
尊
重
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

私
た
ち
は
と
て
も
幸
運
な
こ

と
に
、
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
、

同
じ
地
球
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

「
友
愛
」
と
は
一
つ
の
感
情

で
あ
る
と
同
時
に
、
他
者
と
共

に
生
き
よ
う
と
す
る
真
摯
な
願

い
で
も
あ
る
。
他
者
を
尊
重
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
理
解
と

信
頼
の
中
で
静
か
に
根
を
張

り
、
や
が
て
大
き
く
育
っ
て
い

く
も
の
だ
と
思
う
。
私
は
、
千

代
田
国
際
語
学
院
と
友
愛
財
団

の
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、
国

を
越
え
た
人
々
の
善
意
や
温
か

さ
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
他
者
を

尊
重
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
本
当
の
意
味
で
の

「
友
愛
」
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
う
。

で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
考
え
方

や
価
値
観
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
る
。
育
っ
た
環
境
や
経
験

が
違
う
以
上
、
同
じ
出
来
事
に

対
し
て
も
感
じ
方
が
異
な
る
の

は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
違
い
を
無
視
し
た
り

否
定
し
た
り
す
れ
ば
、
自
分
の

世
界
を
狭
め
て
し
ま
う
だ
け
だ

と
思
う
。「
友
愛
」の
始
ま
り
と

は
、
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
も
ど

こ
か
異
な
る
「
他
者
」
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
異
な
る
視
点
を
知
る
こ
と

で
、
私
た
ち
は
小
さ
な
自
分
の

世
界
か
ら
一
歩
外
へ
出
て
、
よ

り
広
く
、
よ
り
深
い
存
在
へ
と

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。

　

で
は
、「
友
愛
」と
は
単
に
他

者
と
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。
私
は
そ
う
で
は
な
い

と
思
う
。「
友
愛
」は
決
し
て
抽

象
的
な
言
葉
で
は
な
く
、
日
常

の
具
体
的
な
行
動
の
中
に
表
れ

る
も
の
だ
。
例
え
ば
、
相
手
の

話
を
真
剣
に
聞
き
、
自
分
の
意

見
を
急
い
で
主
張
し
な
い
こ

と
。
意
見
が
違
う
と
き
で
も
、

相
手
に
対
し
て
忍
耐
と
理
解
を

持
と
う
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

困
っ
て
い
る
人
を
見
た
と
き

に
、
冷
た
く
傍
観
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
範
囲
で
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
一

見
小
さ
な
行
動
の
中
に
こ
そ
、

他
者
へ
の
尊
重
の
気
持
ち
は
表

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
本
当

の
友
愛
と
は
、
互
い
に
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
違
い
の
中
で
も
相
手
の
自

由
を
認
め
、
支
え
合
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
い
ら
れ
る
関
係
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
自
身
の
経
験
の
中
で
も
、

他
者
か
ら
の
「
友
愛
」
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
バ

ス
に
乗
る
と
き
に
小
銭
が
足
り

ず
困
っ
て
い
た
と
き
、
見
知
ら

ぬ
人
が
親
切
に
両
替
を
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

海
外
で
道
に
迷
い
、
言
葉
も
う

ま
く
通
じ
な
い
中
で
、
通
り
す

が
り
の
人
が
丁
寧
に
道
を
教
え

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
気
持

ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に

は
、
友
人
が
静
か
に
話
を
聞
い

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
家
で
飼
っ
て
い
る
猫

が
そ
っ
と
頭
を
こ
す
り
つ
け
て

き
て
、
ま
る
で
慰
め
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
も
あ

る
。
ど
れ
も
小
さ
な
出
来
事
で

は
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
大

切
な
記
憶
で
あ
る
。
友
愛
と

は
、
相
手
を
変
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
そ
の
存
在
を
受
け
入
れ

る
こ
と
だ
と
思
う
。
人
は
誰
で

も
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
、
た
だ
誰
か
が
そ

ば
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
、
不

思
議
と
勇
気
や
安
心
感
が
生
ま

れ
る
も
の
だ
。
も
し
私
が
誰
か

に
助
け
て
も
ら
っ
た
な
ら
、
今

度
は
自
分
も
い
つ
か
誰
か
を
助

け
た
い
と
思
う
。

　

現
代
社
会
で
は
、
私
た
ち
は

知
ら
な
い
う
ち
にSN

S

な
ど
を

通
じ
て
多
く
の
人
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
つ
な
が
っ

て
い
る
人
数
が
多
い
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
友
愛

の
深
さ
を
意
味
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
本
当
の
友
愛
に
は
、
時

間
と
信
頼
が
必
要
だ
。
互
い
を

尊
重
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
と

人
と
の
関
係
は
少
し
ず
つ
深
く

な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。
そ

う
し
た
関
係
が
広
が
っ
て
い
け

ば
、
社
会
も
少
し
ず
つ
よ
り
良

い
も
の
に
な
り
、
人
類
は
さ
ら

に
遠
い
未
来
へ
と
進
ん
で
い
く
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